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水産庁委託「赤潮被害防止対策技術の開発」の 

事業ダイジェストが公開されました 
 
 

近年，瀬戸内海や九州海域などでは，夏

季や冬季に魚介類にとって有害なプランク

トンが大量発生し，魚介類の斃死や養殖ノ

リの色落ちが頻発して問題になっていま

す。このような状況を受け，国からの委託

を受けた各府県の研究機関や大学，民間企

業等が赤潮被害の防止に関する技術開発を

行っています。本県は瀬戸内海東部海域に

おける「有害赤潮プランクトンの出現動態

監視及び予測技術開発」に大阪府，香川

県，徳島県，兵庫県と共同で取り組んでき

ました。このたび，2018年から 2022年度

の成果をまとめたダイジェストが公開され

たので，その内容の一部を紹介します（図

1）。 

成果の一つとして，広域的なモニタリン

グによる赤潮被害の軽減が挙げられます。

各府県は夏季と冬季に赤潮監視調査を定期

的に行い，結果をただちに共有しました。

これにより，それぞれの地先海域に加え広

域的な有害赤潮の発生状況を把握できるよ

うになりました。2018年には，有害プラ

ンクトンが播磨灘北部から南部に移流する

現象が見られましたが，広域的な監視と情

報共有により，播磨灘南部の養殖業者に対

して早期の対応を促すことができました。 

もう一つの成果として，有害赤潮の発生

予察技術の高精度化が挙げられます。これ

までに構築していた発生シナリオや予察モ

デルの検証を行い，的中率の低下が見られ

たモデルについては，予察に用いるパラメ

ータの変更を行うことで高精度化を図りま

した。 

これらの詳しい内容や他海域の研究内容

は水産庁のホームページで閲覧することが

できます。 

（ https://www.jfa.maff.go.jp/j/sigen

/attach/pdf/230616-1.pdf ） 

（漁場環境研究室：乾） 

図 1 事業成果ダイジェスト 

（2P：瀬戸内海東部海域） 
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